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５　里山林に適した果樹の選定と管理方法

ねらいと成果

人手が入ることによって里山林の保全を図るとと
もに住民憩いの場を創出するため、里山林への果樹
の栽植を検討した。その結果、栽植には土壌改良と
既存の雑木伐採による日射量確保が必要であり、比
較的放任に耐えてよく結実する樹種はクワ、ユスラ
ウメ、キイチゴなどであることが明らかになった。

内　容

小野市新部町「かわい快適の森」予定地の土壌は、
腐植や塩基に乏しく強酸性で、植生はヒサカキ等の
照葉樹やネザサの茂る暗い森林になりつつあった。
そこで、既存の雑木伐採による日射量確保を里山林
整備事業として行い、整備地に比較的放任に耐える
とされる16樹種を栽植した。土壌改良は、各株（約
１㎡）当たり油かす100g、苦土石灰100gを毎年３月
に施用した（酸性土壌を好むブルーベリーは油かす
のみ）。

森林整備後も林内の相対日射量は、既存の林木に
遮光されたため、全天日射の約20～50％であった。
この中で比較的小果樹類の生育は良く、クワ、ユス
ラウメ、キイチゴは、定植後２～３年で結実し、有
望であることが明らかになった。一方、高木になる
樹種は、生育が悪いものが多く、一因として植付け
場所の日照不足が示唆された。これら高木の中で生
育旺盛なものは常緑樹のヤマモモのみであった。

普及上の留意点

①　植付けから結実までの期間が短く、収穫時期
も早い樹種を選択する。
②　日当たりの良い沿道や林縁部などに栽植する。
③　結実時には鳥害対策が必要である。
④　キイチゴは繁殖力が旺盛で、生態系に影響する
可能性がある。
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表１ 「かわい快適の森」における栽植果樹の生育状況（2005）

図１　ボランティアによる苗木の植え付け

表２ 「かわい快適の森」における栽植果樹の果実品質（2005）

図２クワ果実（左：ララベリー右：在来種）

*）適性:里山林への栽培適性を判断
◎：放任に耐え里山林で栽培可能
○：条件(日照､土壌等)整備で栽培可能
△：条件整備を十分行う必要がある
×：あまり適さない


